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入院時検査所見 .･赤 血 球 数 522×104, -モ
グロビン景 16.2g/dl,ヘマ トクリット46%,
FlfJl球数 8900, 血小板数 22.4二イ104,血清蛋白
講8.4g/(ll,A/(~11.24,('EA-S<0･5,AFl'く


















た (図 4)｡ 外科的な摘除は不可能と判断 し,
6月15日よりコバル ト照射を開始 したが,165n
rエー(1(150r三ld),11回)照射 したところ縦隔の腫癖
は著明に縮小 したため (図 5),7月24日に残存
部の摘除術および 2000ril(1の術中照射を 施行





















た (図 7)｡ 腫療部分の強拡大では, 腫癌細胞
は単調で単一性に増殖 し,間質にはごく軽度の
リンパ球浸潤が認められた｡腫癌細胞は比較的














位に 5200rad のコバル ト照射を 行
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外は特に異常なく元気で生活 して お り, 胸部
X線写真上も変化はない (図 9)｡ なお, 発症
から現在に至るまで,章丸に異常を認めていな
い｡
図 6 摘除した右頚吾βの腫疾｡10cmx9cmx7cm の大きさ
で,外面は不整な楕円形であり,割面は淡黄色で充実
性の腫疾



















現在最も一般 的 に支 持 されて い るのは,
Friedmanの提唱した Germinoma説8'で,図10
のどとく germ cellから embryonalcarcinoma














従って, 縦隔腔細胞膜は生殖器腫療 か らの
転移ではなく独立 した疾患と考 え られ るので
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(10例 中5例) で あ るが, embryonalcarci-
n｡maを含むものは,20例中16例が1年以内に





















増減に一致 して HCG も変動 していた｡ すなわ
ち,図11のごとく,入院時は15.8mIU/mlで
術後に 1.011IU/Inlと低下 し,頚部 リンパ節57･3.1257.25 57.4.9 57.6.29
二幸二子1--二二-15･8 l,0 2.01.5
図11 血 清 中 HCGの 変 動
(mlU/ml) 1.0 1.0I
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の転移巣が出現 した時点で は再 び 12.OmIU/
mlと上昇 していた｡転移巣摘除後は 1.3mIU/
mlと低下 し,以後は現在に至るまで 1.0mIU/
ml以下である｡今後経時的に HCG を測定 し
てゆけば,再発あるいは転移巣の出現を予測で
きる指標になりうるものと考え られる｡
4. 結 語
放射線治療 と化学療法のみで緩解 し,12年目
に再発をみた縦隔肱細胞腰の1例を経験 したの
で報告 した｡患者は2度目の放射線治療および
手術を受け,初発より14年4カ月の現在元気で
生活 している｡ 縦隔肱細胞腰について若干の臨
床的,組織発生学的検討を加えた｡
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Mediastinalgermceltumorissorarethatonlyabout60patientshavebeenreportedin
Japan･ Recently,wehaveobservedonepatientwithmediastinalgerm celtumor(Seminoma
type)I Thiswasremittedbytreatmentwithradiationandchemotherapy,butrecurredafter12
yearS･
Thepatientwasoperateduponafterthesecondradiation･
Heisnowalive14yearsand4monthsaftertheinitialtumordeveloped･
WealsoexaminedthepatientfわrthepurposeofclinicalandembryologlCalstu･dy･
